マランの幸福論①

　近代（１９世紀後半から２０世紀前半）のヨーロッパにおける３大幸福論をご存知だろうか。
　一般的には、スイスのヒルティ（写真の人）（１８３３～１９０９）、フランスのアラン（１８６８～１９５１）、イギリスのラッセル（１８７２～１９７０）の幸福論を指しているようである。
　しかし、これらは時代的にも、国柄においても異なるため、私は、現代の日本の平均的なところの幸福論を述べたいと思う。ただし、「マランの幸福論」というタイトルからも分かるように、フランスのアランの幸福論にたくさんの示唆を得ていることも事実である。
　私は取りあえず、「幸福＝幸せ」を、「今を生きる喜びと人生全体に対する満足感」と簡単に定義しておきたい。
　私は、（幸福について真剣に考えた人にとっては）幸福は、古代から一貫して「内面的」なものと捉えられていたと考えている。容貌、服装といった、外から見えるものでは掴みきれない。また、金、地位、名誉といったものでも測りきれない。
　幸せな気持ちや感情が伴っていなければ、やはり私は納得がいかない。私自身は、それはエピクロスが言うような、「アタラクシア」（心の平安）といったようなものと思っている。
　それを今回の第１回目では時間軸で見てみたい。
　自分の人生の「過去」に対しては、感謝の気持ちを持っている。「現在」の自分の生活に対しては、味わい、楽しむことができる。そして、「未来」の自分の人生に対しては、小さいながらも希望を持っている。このような感じを持っているというのが私の幸福のイメージである。
　私はとにかく内面重視だ。主観的・実存的観点からの考察が主だ。だから、国民幸福度調査のような統計的観点とはかなり距離がある。

マランの幸福論②

　今回の第２回目は、空間軸で見てみたい。
　まず、中心に、「私＝自己」を置く。その「私」の周りに、同心円状に内側から、「家庭」、「職場」、「地域」、「都市＝首都圏」、「国＝日本」、「世界」、「宇宙」と描いてみる。この図によって言えることがいくつかある。
①欲望を持って生きている「私」が中心にいなければならない。「私」は他のもの（他者）とは異なる存在であり、中心に位置づけることは自然なことである。（これは自分勝手なという意味の「自己中心的」という言い方とは全く異なる。）
②この世での、他者との繋がり、位置づけを空間的に理解できる。「私」は他者に働きかけるとともに、他者から支えられたり、承認されたりする存在である。（もちろん、他者から批判されたりもする。）
③その人が描ける同心円図が調和した形になっている人は幸せである。自らの欲望が素直な形で発現され、他者との相互承認関係も自然かつ豊かに行われている状態のことである。
　このあたりを理解しておくことが、現代の日本においては幸せに繋がると私は考える。これから逸脱したものとして、例えば、極端な「原理主義」、「オカルト宗教」などが挙げられる。「家庭」「職場」「地域」などを一気に通り越して、いきなり「世界＝人類」の救済などと主張する人は幸せとは思えない。「セカイ系」の若者たちにも似た感覚があるのではないか。

　第１回目、２回目で時間軸、空間軸を使って説明してきたように、「マランの幸福論」は常識的であるとともに、常にこの２つの軸から多角的に捉えていく。
　いくつかの質問が想定されるので、それに答えていく。
　多角的に捉えることで、「自分」と「他者」を比較することを狙っているのか、という問いである。それは、全く逆であり、比較するとか過度の競争をするとかは幸福には繋がらないと私は考えている。（それは精神医学や臨床心理学が教えるところである。）　むしろ、私は、それぞれの人間が独立・独自の存在だということを強調している。
　それでは、ポストモダン的な相対主義の考え方（人はそれぞれでいいんだという考え方）なのか、といった質問がある。これに対しては、まずは、偏執的な宗教のような絶対主義ということはありえない。しかし、各自がバラバラでいいといった相対主義に徹しているわけでもない。（だから、このような「マランの幸福論」を打ち出しているのである。）
　（写真は、バートランド・ラッセルである）

マランの幸福論③

　第３回目は、起承転結の「転」に当たるので、今回は各論的なことを書く。
１　「成功」と幸福について
　成功とは、金、地位、名誉等の獲得を指す。
　成功が必ずしも幸福をもたらさないということは、大体の人が知っている。その通りである。
　しかしながら、大成功は全く必要ないが、一定の成功を目指していいし、その目指す過程に幸せを感じる人も多い。（現代日本では、ディオゲネスのように樽の中で暮らすことを勧めることはできない。）
　アラン的な言い方からすると、「成功することは義務ではない。しかし、幸福になることは義務である。」というようなことになる。
２　「機嫌」と幸福について
　「成功」より、「機嫌」の方が、幸福との相関関係は高いだろう。なぜなら、不機嫌な人が幸福なのは想像できないし、幸福なら普通は機嫌がいいだろうから。
　機嫌がいい、というのは上辺だけを取り繕ったものではなくて、心底からの機嫌のよさである。
　これは、幸福を目指す「意志」が大切であるとともに、幸福を全身で受けとめ、感じるということも重要であることを意味している。
３　「ライフサイクル」と幸福について
　子ども期、青年期、成人期、高齢期とライフサイクルによって、幸福の色合いが異なるのは当然である。
　例えば、先ほど述べた「成功」ということで言えば、青年期、成人期はある程度、成功を目指すのが一般的である。しかし、高齢期に入ってきたら、成功と幸福はほとんど関係がなくなってくる。
４　「性格（タイプ）」と幸福について
　性格の細かい分類についてはここでは述べないが、タイプによって異なっていることは多くの人が知っていることである。
　例えば、内向型の人と外向型の人では、目指す幸福の内容や、幸福に対する感じ方も異なるだろう。異なっていていいのである。
　だから、幸福を他人と比較できないし、他人に押し付けることもできない。

マランの幸福論④

　ここで、「アランの幸福論」（写真はアラン）になぞらえて、「マランの幸福論」を簡単にまとめておく。取りあえず、次の２点である。
１　「私」の人生の主人公は「私」である
　これは近代の理念（自由と責任）から、導き出せるものである。
　すなわち、外から誰かが与えてくれるのではなくて、一人ひとりが自分なりの幸福感や人生の目的・目標を持ち、追求しなくてはならないということである。選択の自由があるが、それぞれが独自に実感を伴ったものを求めていかないと幸福に繋がらない。これが近代人の宿命であり、厳しい覚悟も必要である。
　もちろん、近代は自由度がそれ以前の時代に比べて格段に拡大しているので、自立的で自己責任が取れる人にとっては、幸せに繋がっている。また、自由に伴う責任の考え方から、他人や社会に責任転嫁するのを防ぐ意味合いも含んでいる。
２　自らの幸福を追求することは、権利であり、義務である
　アランは、「人は誰でも幸福になれる」ということを前提に、「幸福になることは義務である」と言い切る。幸福になることを「誓い」なさい、とまで言う。
　私からすれば、幸福になることこそが、人生上の唯一の義務とも言えるのではないかと思う。だから、それは大いなる権利にもなる。
　さらに、「自分が幸福にならなければ、他人を幸福にできない」ということも覚えておきたい。

　このように、「私＝自己」の観点からまとめていくと、自分は何を望んでいるのか、という欲望論に繋がっていく。この自らの欲望を見究めることは、幸福にとって重要と考える。
　人の欲望は、金・地位・名誉といった多くの人が持つだろう「一般欲望」と、その人らしさが現われる個別に持っている「固有欲望」に分けられる。固有欲望は、趣味においても、家庭においても、仕事上においても存在する。
　どちらも必要であり、どちらかに片寄り過ぎると行き詰る。ただ、今回の話の流れからすると、「固有欲望」の方を自覚し、大切にすべきことを強調しておきたい。
　一方、「自らの」欲望と言っても、そこには他者が存在し、他者の欲望が反映している。一人では生きていけない、社会的存在である人間は、他者の存在や他者からの承認は非常に重要である。そのあたりを次回に述べたい。

マランの幸福論⑤

　人は一人では生きていけない。幸福にとって、他者との関係、特に他者との相互承認は重要なことである。
　職場、家庭、地域等々、それぞれの場で、他者との相互関係・相互承認があるわけだが、その場合、「役割」ということがキーワードになる。
　まずは、職場をイメージする。
　大人になる・社会人になるとは、職場において、たくさんの役割を担い、たくさんの人と接することである。役割を遂行していく中で、他人のために働き、他人からの承認も得ていく。これは辛いことも多いが、基本的には楽しいことであり、自分の幸せのためには必要なことである。その場合、まずは、苦しいことが多くても役割を「誠実に」遂行していくことが基底にあるべきである。
　次に、結婚のことを考えてみる。
　結婚は、夫と妻の役割を担い、お互いに承認する関係である。出産・子育ても、父として母としての役割を担い、承認する関係である。そこに、喜び・楽しみを見出すから、その関係を選択していくのである。
　もちろん自分を見失うに至るまで「役割」に縛られるのはおかしい。しかし、役割を通して、他人と優しさや思いやりを交換し、相互承認していくことは喜びに繋がる。他人のために何かをすることは、自分の心を豊かにし、幅を広げる。
（写真はエピクロスである。）

マランの幸福論⑥

　このマランの幸福論の話には、平成２３年の１１～１２月頃に、家族（妻と娘）につきあってもらった。感謝します！
　そこでの究極の質問：「あなた（マランさん）は幸せですか？」　これに対して、私は即座に「幸せです！（笑）」と答えた。その主な理由は以下のようなものである。
　まずは、家族・親族に恵まれている。妻・娘と暮らしているとともに、米寿を越えた母や姉の家族・妹の家族たちに支えられている。
　我が家には雌猫もいるから、なぜか私は多くの女性に囲まれている。これをもってしたら私は幸せというしかないだろう！？
　次に、年齢を重ねてきたせいでもあろう（？）、感謝の気持ちが強くなってきたことである。生い立ち、結婚、子育てなど過去のことに対する感謝の気持ちがじわじわと高まっている。
　現在の生活を楽しむこともできてきている。未来については、残された人生からして、あまり大きなことは言えないが、小さいながらも希望を持っている。
　私は、生きることの不安を背景に、私の「存在」の不思議さをずーっと感じ、考えてきた。そこから、私は、自分の欲望のことと他者との相互承認のことを長くテーマにしてきた。
　そうすると、幸福論に当然繋がるし、「アランの幸福論」には触発された。私の場合、哲学といっても、厳密性に欠けるところ大であり、どちらかというと人生論・幸福論に近いものである。
　これからも幸福をできるだけ全身で感じ、意志的に幸福を生み出していきたいと考えている。　　　　（いずれにせよ、ここまで読んでくださいまして、ありがとうございました。）（画は老子である）
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